
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
野澤　久夫
副委員長
黒澤三千夫
委員
大久保照夫
新井　昭安
加賀﨑千秋
松岡　兵衛
大嶋　和浩
関口　弥生

環
境
産
業
常
任
委
員
会

委員長
閑野　高広
副委員長
林　　幸子
委員
栗原　健曻
礒﨑　　修
松本貢市郎
桜井くるみ
須永　宣延
杉田　茂実

26．2．1　くまがや市議会だより　第34号 14人権尊重宣言都市・くまがや

熊
谷
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

問　

骨
髄
の
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
、
実
際

に
検
査
を
し
て
骨
髄
を
提
供
す
る
期
間
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
証
明
的
な
も
の

が
公
的
機
関
か
ら
出
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

答　

骨
髄
提
供
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
る
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
か
ら

提
供
に
要
し
た
期
間
や
時
間
を
記
載
し
た
証

明
書
が
出
る
。

問　

病
気
休
暇
中
の
給
与
は
ど
う
な
る
の

か
、
伺
い
た
い
。

答　

通
勤
手
当
、
管
理
職
手
当
、
特
殊
勤

務
手
当
を
除
く
給
与
が
支
給
さ
れ
る
。

問　

改
正
に
係
る
特
別
休
暇
等
の
取
得
は
何

件
く
ら
い
あ
る
か
、
伺
い
た
い
。

答　

平
成
24
年
中
の
特
別
休
暇
等
の
取
得

状
況
は
、
90
日
以
上
の
病
気
休
暇
を
取
得
し

休
職
と
な
っ
た
者
が
４
人
、
子
の
看
護
休

暇
取
得
者
は
１
１
７
人
で
平
均
取
得
日
数

が
３
・
５
日
、
短
期
介
護
休
暇
は
１
人
で
取

得
日
数
は
４
・
５
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
、

組
合
休
暇
の
取
得
者
は
い
な
か
っ
た
。

（
所
管
課
・
職
員
課
）

熊
谷
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

問　

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
品
目
は
ど

う
い
う
も
の
か
伺
い
た
い
。

答　

消
火
器
や
消
火
薬
剤
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
ヘ
ッ
ド
、
感
知
器
、
受
信
機
、
金
属
製

の
避
難
は
し
ご
等
で
、
現
在
14
品
目
が
指
定

さ
れ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
予
防
課
）

平
成
25
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
教
育
費
）
に
つ
い
て

問　

地
域
公
民
館
管
理
運
営
経
費
で
購
入

す
る
星
宮
公
民
館
の
備
品
等
の
内
容
を
伺
い

た
い
。

答　

練
り
鉢
や
包
丁
等
の
う
ど
ん
打
ち
の

道
具
が
約
13
万
円
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
カ
ラ
オ
ケ
シ

ス
テ
ム
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
マ
イ
ク
の
セ
ッ
ト

が
約
26
万
円
、
冷
蔵
庫
14
万
５
千
円
、
２
連

は
し
ご
の
７
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
約
５
万
円

で
あ
る
。

（
所
管
課
・
中
央
公
民
館
）

熊
谷
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て問　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
し
尿
処
理
の

手
数
料
に
関
し
て
、
ど
の
く
ら
い
の
影
響
と

な
る
か
伺
い
た
い
。

答　

平
成
24
年
度
の
実
績
を
も
と
に
試
算

す
る
と
、
１
世
帯
あ
た
り
１
カ
月
約
26
円
、

年
間
で
３
１
２
円
の
増
、
市
全
体
と
し
て
約

１
８
５
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
環
境
衛
生
課
）

熊
谷
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

全
体
の
中
で
使
用
料
が
２
地
区
だ
け

違
う
が
、
ど
う
し
て
違
う
の
か
。
ま
た
、
消

費
税
の
引
上
げ
と
の
関
係
か
ら
今
後
の
値
上

げ
の
見
通
し
は
ど
う
な
の
か
伺
い
た
い
。

答　

こ
の
使
用
料
は
、
合
併
前
か
ら
の
使

用
料
が
引
き
続
い
て
お
り
、
合
併
時
点
で
合

併
後
に
統
一
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。
今
回
、
統
一
に
向
け
段
階
的
に
値
上

げ
し
、
数
年
後
に
は
統
一
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

問　

本
市
は
世
帯
割
、
人
員
割
で
使
用
料

を
計
算
し
て
い
る
が
、
他
市
の
使
用
料
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
使
用
料
を
従

量
制
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

答　

他
市
の
状
況
だ
が
、
従
量
制
の
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
大
半
が
本
市
と
同
じ
料
金
体

系
と
な
っ
て
い
る
。
従
量
制
に
つ
い
て
は
、

水
道
部
と
の
調
整
等
が
出
て
く
る
た
め
、
本

格
的
な
検
討
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。

（
所
管
課
・
農
地
整
備
課
）

「『
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、
発

生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
』
の
提
出
を
求
め

る
請
願
」
に
つ
い
て

主
な
意
見
・
こ
の
請
願
内
容
は
、
基
本
的
に

ご
み
を
出
さ
な
い
、
発
生
抑
制
を
強
化
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
趣
旨
も
請
願
事

項
に
つ
い
て
も
賛
成
の
立
場
で
あ
る
。
基
本

的
に
繰
り
返
し
使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使

い
、
ご
み
を
出
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
進

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

・
請
願
事
項
に
学
校
牛
乳
の
瓶び

ん

化
の
促
進
と

あ
る
が
、
瓶
は
持
ち
運
び
が
重
く
、
割
れ
て

危
険
な
ど
の
問
題
点
が
あ
り
、
現
在
の
紙

パ
ッ
ク
に
変
更
と
な
っ
た
経
過
が
あ
る
。

委員会での主な質疑



市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委員長
原口　健二
副委員長
小池　　厚
委員
小林　甚一
松本　富男
加藤　恒男
大山美智子
三浦　和一
小林　一貫

都
市
建
設
常
任
委
員
会

委員長
守屋　　淳
副委員長
山田　忠之
委員
新井　清次
新井　正夫
福田　勝美
富岡　信吾
森　　新一

26．2．1　くまがや市議会だより　第34号15 非核平和宣言都市・くまがや

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

問　

指
定
管
理
者
候
補
者
と
し
て
選
定
さ

れ
た
熊
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管
理

を
行
っ
て
い
る
施
設
は
何
カ
所
あ
る
か
伺
い

た
い
。

答　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

熊
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
箱
田
高
齢

者
・
児
童
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
別
府

荘
、
上
之
荘
、
江
南
荘
、
ひ
か
わ
荘
の
４
カ

所
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
合
計
７
カ
所
の

指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

（
所
管
課
・
市
民
活
動
推
進
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
老
人
憩
の
家
荒
川
荘
・
平
戸
荘
）

問　

両
施
設
と
も
高
齢
者
の
方
の
利
用
が

多
い
か
と
思
う
が
、
説
明
の
中
で
子
供
会
の

方
た
ち
も
利
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

原
則
は
60
歳
以
上
の
高
齢
者
や
団
体

の
利
用
を
優
先
し
て
い
る
が
、
施
設
が
空
い

て
い
る
と
き
に
は
地
域
の
子
供
会
や
グ
ル
ー

プ
の
打
ち
合
わ
せ
等
の
利
用
も
可
能
と
し
て

い
る
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）

平
成
25
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
）
に
つ
い
て

問　

健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
業
務
委
託
の
限
度
額
が
１
年
で
５
，

６
０
０
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、
１
年
単
位
と

し
た
経
緯
を
伺
い
た
い
。

答　

平
成
26
年
３
月
で
現
在
の
指
定
管
理
期

間
が
満
了
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
３

年
間
の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
２

団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
10
月
に
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

査
を
行
っ
た
が
、
２
団
体
と
も
最
低
必
要
点

に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
指
定
管
理
者
候
補

者
を
選
定
し
な
か
っ
た
。
再
度
指
定
管
理
者

を
公
募
す
る
と
日
程
的
に
４
月
か
ら
の
管
理

運
営
に
間
に
合
わ
な
い
た
め
、
や
む
を
得
ず

26
年
度
１
年
間
に
限
り
業
務
委
託
の
方
法
に

よ
り
管
理
運
営
す
る
こ
と
と
し
、
27
年
度
か

ら
３
年
間
の
管
理
運
営
は
指
定
管
理
者
を
公

募
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
健
康
づ
く
り
課
）

熊
谷
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

問　

消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
改
正
さ
れ

る
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
申

請
で
、
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
要
す
る
場

合
の
申
請
手
数
料
お
よ
び
低
炭
素
建
築
物
新

築
等
計
画
の
認
定
申
請
で
、
同
じ
く
構
造
計

算
適
合
性
判
定
を
要
す
る
場
合
の
申
請
手
数

料
に
つ
い
て
、
判
定
対
象
床
面
積
の
幅
が
５

段
階
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
判

定
対
象
床
面
積
の
幅
が
大
き
過
ぎ
る
と
思
わ

れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
２
段
階

く
ら
い
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
要
す
る
場

合
の
申
請
は
、
市
か
ら
外
部
の
第
三
者
機
関

に
適
合
性
判
定
を
委
託
し
て
お
り
、
委
託
先

に
お
い
て
適
合
性
判
定
の
枠
が
５
段
階
の
床

面
積
の
幅
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
形
で
条
例
で
定
め
て
い

る
。

（
所
管
課
・
建
築
審
査
課
）

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

問　

市
道
路
線
の
認
定
の
う
ち
、
道
路
内

に
あ
る
電
柱
を
よ
け
る
よ
う
に
道
路
側
溝
が

整
備
さ
れ
て
い
る
道
路
が
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答　

も
と
も
と
こ
の
場
所
に
電
柱
が
あ
り
、

ま
た
、
地
先
の
土
地
所
有
者
の
方
が
民
地
内

の
建
柱
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
た

め
、
や
む
を
得
ず
道
路
内
の
建
柱
と
な
っ
て

い
る
。

（
所
管
課
・
管
理
課
）

委員会での主な質疑


